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平成 17 年 2 月 14 日 

各位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ ク

代 表 者 名 代表取締役社長 中 村 久 三

（コード番号：６７２８ 東証一部）

問 合 せ 先 常務取締役経営企画室長 常 見 佳 弘

（TEL. 0467-89-2033 大代表）

 
平成 17 年 6 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成16年 8月 17日に公表しました業績予想を下記のとおり修正い
たしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

 
１．平成 17 年 6 月期中間期業績予想数値の修正（平成 16 年 7 月 1 日～平成 16 年 12 月 31 日） 
     
（連結）                                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 97,000  6,900  4,000  

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 93,200  8,100  5,100  

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,800  1,200  1,100  

増 減 率            （％） △3.9  17.4  27.5  

（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 6月期中間期） 71,058  1,840  951  

 
（単独）                                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 70,000 4,000  3,000  

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 66,000 5,900  4,100  

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △4,000 1,900  1,100  

増 減 率            （％） △5.7 47.5  36.7  

（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 6月期中間期） 48,360 797  486  
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2．平成 17 年 6 月期通期業績予想数値の修正（平成 16 年 7 月 1 日～平成 17 年 6 月 30 日） 
     
（連結）                                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 192,000  11,000  5,900  

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 192,000  12,000  7,000  

増  減  額          （Ｂ－Ａ） -  1,000  1,100  

増 減 率            （％） -  9.1  18.6  

（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 6月期） 157,851  7,266  3,953  

 
（単独）                                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 133,000 5,600  3,900  

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 133,000 7,000  4,500  

増  減  額          （Ｂ－Ａ） - 1,400  600  

増 減 率            （％） - 25.0  15.4  

（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 6月期） 110,977 4,308  2,753  

 
3．修正の理由 
  
（1）中間期業績（連結・単独） 
    売上高は、一部下期へのずれ込みがあり前回予想を下回る見込みでありますが、利益は、生産改 
革等によるコストダウン及び固定費の圧縮を進め、前回予想を上回る見込みであります。 

  
（2）通期業績（連結・単独） 
    下期は、追加原価の発生が見込まれている第 6世代以降の液晶ディスプレイ関連の売上比重が 
増大し、厳しい事業環境を予想しております。このような状況において、引き続き生産改革等によるコ 
ストダウン及び固定費の圧縮を推進してまいります。 
売上高は、前回発表予想値の修正は行いませんが、利益は、中間期の見込みを反映し、前回発 

表の予想数値の修正をしております。 
 
 
 （注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、

業況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 
 
 
 
  
 
                                                            以 上 
 


